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１．目的

　本制度は、国・地方公共団体の発注機関や地元建設企業等が、インフラDX・i-Constructionに関する、

技術取得や能力向上への取り組みについて自主的に行えるように、ICT活用工事並びにBIM/CIM活用につ

いて先進的に行っている企業を「北海道開発局ICT・BIM/CIMアドバイザー（以降、アドバイザーという）」

として登録し、発注機関や地元建設企業等の求めに応じて必要な時に実践的なアドバイス等が受けられ

る体制を構築することで、北海道における更なる建設生産性の向上を図ることを目的としております。

２．アドバイザーの役割

　アドバイザーは、地元企業等の求めに応じて必要な時に実践的な技術支援（技術指導・技術相談・助

言等）を行うとともに、ICT施工の普及促進・３次元データの利活用促進を目指した活動を行います。

３．アドバイザー制度の流れ

　依頼方法：�依頼者（地元建設企業や国・地方公共団体の発注機関等）は、「北海道開発局ICT･BIM/CIM

アドバイザー登録名簿※１」に記載されている支援内容（支援地域、分野ICT工種等）を参

照し、条件に合うアドバイザーへ、直接、支援依頼を行う。

　費　　用：技術支援に対する人件費は原則無償とする。

　　　　　　�旅費交通費等の必要経費や研修・講習会等の実施に伴い、必要となる機材等の経費につい

てはアドバイザーと依頼者で協議し決定するものとする。

北海道開発局【ICT・BIM/CIMアドバイザー制度】

北海道開発局　事業振興部機械課
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４．アドバイザーの活動実績

　令和６年３月22日から当制度の運用を開始し、令和７年２月19日現在で29件の活動報告を受けている。

その実施内容と代表的な活動内容は以下のとおりである。



－11－

　以下、URLや２次元コードより本制度の詳細情報ご確認できますので、更なる生産性向上に向けご検

討ご活用願います。（https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/gijyutu/splaat0000001xke.html#s3）

←北海道開発局 ICT・BIM/CIM アドバイザー制度（ＨＰ）

※１　北海道開発局ICT･BIM/CIMアドバイザー登録名簿→




